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〈編集後記〉
21世紀最初の入学式は 「桜咲いたら 工年生」の言葉どお りに満開め桜が祝福 している日和で
した。新入生には 「我思 う。故 に、我有 り。Jとまで哲学思考 してほ しいのですが、「なぜ?と
想 う。そこに科学あ り。」 と学問への 「動機づ け」 を持たせ ることが非常 に重要である と考え
ます。シリーズの 「ボランテ ィア講師派遣での出前実験」で高校生 に 「なぜ?」 と考えさせ、
真理への探零心 を呼 び起 こさせる 「低温実験」 は誠に 「すば らしい」の一語です。 もっと子供
達 に科学への興味を持たせたいのですが、最近の小学校 では 「実験」授業が減るなど理科系に
は冷たい教育になっています。それで も、人間の飽 くな き探求心は止 まる所 を知らず、老若男
女 とも 「動機づけ」が強 ければ科学研究に没頭 するので しょう。
さて 「超伝導 はどこまで高温で達成で きるのか」の問いに対 して、3月 にCroatiaのDjurek
らが 「PbCO3・2PbO+Ag20とPbCO3・PbO+AgzO(PACO)系」によって、ついにT=310Kで
電気抵抗 く10'S2/c㎡とい う驚異的 なデー タをPhysicaC(VoL351,PP.78-81)に発 表 し、
Meissner効果 も確認 した と述べています。 これが真実ならば、ぬるま湯に入れて も大丈夫 と
い う 「常温超伝導体」の出現 であ り、「どうなってるの?」 と興味がそそ られるの と同時 に、
もしかしたら 「Meissner効果で浮上 させた摺動面 を用いて画期的な省エネルギー機械が誕生
するのでは?」 と期待が広が ります。省エ ネルギーや リサイクルは人類の未来にとっZ必 要不
可欠であ り、日本ばか りでなく全地球規模で推進する努力を怠ってはいけません。新世紀 を迎
え、伝統のある低温 センターだよ りも再生紙 を使用 し、見やす く読みやすいようにA4版への
改訂 を検討 しています。印刷スタイルの一新によいアイデアがございましたら、編集委員会宛
にご連絡 ください。
(中野元博)
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表紙説明 ・A。ナ・ギ。。プ鷹 析 してA巳点雛 が鱒 。より購 する隙 勲 される翫 の経
時変化。(本文p.7季照)
